
コ
]
室

人

の

あ

き

ら

め

に

つ

い

て

工
巨
石
⊥
ト
‥
ヘ
ル
ツ
二
ン

パ

島

尚

訳

J,化
が

最
近
iR/嘉

{いT
fi･キ
･｡tZ
Z

J1
TL｢言

走
誓

千
野
詰
な
恕
額
を
鼓
し
jT(11レ
ナ
へ
o
中
葉
棒
蒔
環
か
･]11
や
ノ＼
力
⊥水
雲

ヨ
=
･h
竺
′
て
衰
話
し
て
∴
⊂

(A:
J

fJ
持
分
は
[i1･H
T

A

で
し

た
が
､
外

国

人
亨

､T
.
蒜
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岩
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葦
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憲
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岸
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握
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｢.
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仙
台
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と
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双
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瀬
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萄
(.?
ゆ
r.P
tW
tE
に
対
す
召
億
末
社
召
貰

更

の
表
要
も･
萄
リ
､
こ
の
寅
喪
は
究
世
に
あ
っ
て
喪
章
た
ア
リ
ト
苅
-
-J

Lj
慮
す
Kb
J
素
朴
音
議
か
ら
生
す
香
寺

の
で
あ
り
ま
す
｡

(
毛
っ
ヒ
モ

｣の
薫
や
丁良

男
し

て
ビ

人,/-
宇
頒
ら
し
V
あ
香
は､
か
り
F
Jを
<
タ
反
省

的
i･:I

)モあ
り
ア

イ
Jj
二
刀

んFJ
あ
空

し
と
ナ
)之
奉
り
至

c

r)し
か
し
乍

ら日
本
人
の
観
葉
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